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HPVワクチンの事例 

http://deainfo.nci.nih.gov/advisory/pcp/annualReports/ 



CDCの10大目標 



2014年の課題： 
HPVワクチンの接種率向上 



がん予防のため、 
より多くの少年・少女に 

HPVワクチン接種が必要 



全米での推定ワクチン接種レベル 
 13-17 才の男女,   2006-2012 
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Source: MMWR. 2013;62;685-93 



がんは治療するより 
予防するほうが良い 



HPV ワクチンは命を救う 



2,600万人:   13才未満の米国人女子 

 
168,400人:   全員ワクチン未接種の場合、子宮頸がんに罹患する女子 

 
54,100人:   全員ワクチン未接種の場合、子宮頸がんで死亡する女子 

 

 

 毎年の接種率は目標の 80%でなく、 30% にとどまる 

 
 4,400:   予防できたはずの将来の子宮頸がん症例数 

 1,400:   防げたはずの子宮頸がん子宮頸がんによる死亡数 

 

  Adapted from Chesson HW et al, Vaccine 2011;29:8443-50 



Thank you 
 

www.cdc.gov/vaccines 
www.cdc.gov/vaccines/youarethekey 
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